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謹
啓 

陽
春
の
候
、
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
よ
り
「
青
木
み
つ
る
後
援
会
」
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
、
国
内
外
問
わ
ず
社
会
や
経
済
は
混
沌
と
し
た
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
普
段
の
生
活
が
戻
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
青
木
さ
ん
は
二
〇
一
七
年
四
月
に
伊
豆
の
国
市 

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
こ
れ
ま
で
一
期
四
年
間
働
く
者
の

代
表
と
し
て
伊
豆
の
国
市
政
に
参
画
し
て
き
ま
し
た
。 

「
元
気
な
ま
ち
伊
豆
の
国
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
」
「
安
心
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
」
「
人
と
自
然
の 

調
和
」
の
三
本
柱
を
掲
げ
市
民
の
皆
さ
ま
が
求
め
て
い
る
、

時
代
に
合
っ
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
事
情
に
よ
り
本
年
四
月
を
持
ち
ま

し
て
伊
豆
の
国
市
議
会
議
員
を
勇
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
一
期
四
年
と
議
員
と
し
て
は
大
変
短
い
期
間
で
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
お
陰
で

何
と
か
任
期
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼 

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

謹
白 

 

二
〇
二
一
年
四
月
吉
日 

青
木
み
つ
る
後
援
会 

会
長 

池
本
節
二 

春暖の候、皆様方におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し

上げます。また、平素は格段のご厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。  

さて、本年４月 23 日の任期満了をもちまして伊豆の国市議会議員を退任

させていただきました。１期４年間、微力ではございましたが、「活力あふ

れる元気なまちづくり」をスローガンに、市民の皆様、市内で働く皆様の

豊かさを求めて活動できましたことは、皆様方の温かいご支援の賜にほか

ならず、心より御礼申し上げます。誠に有難うございました。  

今後は、皆様方よりご教示いただきました貴重な経験を糧とし、地域の

発展のためにお役に立てればと考えております。今後ともご指導ご鞭撻の

ほど、何卒よろしくお願いいたします。  

末筆ながら、皆様方のご健勝とますますのご発展をお祈り申し上げます。 

本来であれば直接伺いご挨拶申し上げるところ、甚だ略儀ではございま

すが、書中をもって退任のご挨拶と御礼とさせていただきます。  
 

青木みつる  

１期４年間、ご支援ありがとうございました。 
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令和３年第１回伊豆の国市議会臨時会は令和３年３月 22 日に開催されました。本臨時会では、３月定例会で可
決された令和３年度一般会計の修正予算について、大河ドラマ活用推進事業予算の金額算定の根拠が不明確なこと
や一部事業の実施が現実的に不可能なことなどから、市長より再議書が提出されたことを受け、令和３年度一般会
計予算を再議しました。まず、大河ドラマ活用推進事業の修正案を審議し、議長を含めた特別多数議決（３分の２
以上の同意：当市議会は 11 人以上）が行われ賛成９、反対７で否決となりました。次に、市当局より最初に提出
された予算原案を審議しましたが、賛成７、反対８で否決となり、一般会計予算が成立しない事態となりました。 

令和３年 第１回（３月）臨時会報告 
 

令和３年第２回伊豆の国市議会臨時会は令和３年３月 30日に開催され、「令和３年度伊豆の国市一般会計予算」
を中心に審議が行われました。 
一般会計予算については、市当局より、３月定例会で提出された金額から大河ドラマ活用推進事業予算を 3,300

万円減額した総額 224億 3,700万円が上程されましたが、一部議員より同事業予算を減額する修正案が今回も提
出され、修正案が賛成多数で可決されました。今回の修正案においても予算金額を減額しただけで、その根拠も不
明確であること、様々な面から地域経済の発展にはつながらないこと、市の原案に対して一般財源（実質的な市の
負担）が多くなっていることなどから、直ちに、市長より再議の申し立てがされました。再議の結果、修正案は特
別多数議決で否決となりましたが、市当局提出の原案についても賛成少数で否決となり、新年度を間近にひかえる
なかで一般会計予算が成立しない状況となりました。 
このような状況から、市民生活に影響の大きい暫定予算を回避すべく、市当局において予算の再調整がされまし

た。結果、大河ドラマ活用推進事業は、県等が関わる事業やＰＲ費などの最低限必要な項目のみに大幅減額（３億
3,500万円→2,100万円）し、一般会計予算総額 221億 5,600万円とする予算案が上程され、賛成多数で可決
されました。これにより、「令和３年度伊豆の国市一般会計予算」は成立しましたが、大河ドラマ活用推進事業は、
大幅に見直されることとなりました。 
なお、「伊豆の国市農業活動拠点施設長崎会館の指定管理者の指定について」は、原案通り可決されました。 

令和３年 第２回（３月）臨時会報告 
 

【令和３年度予算】                                    （単位：千円） 

区  分 令和３年度 令和２年度 増減額 増減率 

一 般 会 計 22,156,000 21,170,000 986,000 4.7% 

特
別
会
計 

国 民 健 康 保 険 5,510,000 5,650,000 ▲140,000 ▲2.5% 

後 期 高 齢 者 医 療 635,000 628,000 7,000 1.1% 

介 護 保 険 4,147,000 4,672,000 ▲525,000 ▲11.2% 

楠木及び天野揚水場管理 14,000 14,000 0 0.0% 
事
業
会
計 

水 道 事 業 会 計 1,532,927 1,244,580 288,347 23.2% 

下 水 道 事 業 会 計 2,638,826 2,309,979 328,847 14.2% 

合  計 36,633,753 35,688,559 945,194 2.6% 
※水道事業会計及び下水道事業会計の予算額は、収益的支出額と資本的支出額の合計額。 

令和３年 第１回（３月）議会報告 
 

令和３年第１回（３月）伊豆の国市議会定例会は２月 18 日に開会し、３月 12 日までの 23 日間の会期で開催
されました。 
本定例会では、初日の冒頭、小野市長から令和３年度の施政方針が示された後、行政報告及び上程議案の一括提

案理由の説明がされました。その後、市当局より条例案件５件、令和２年度各会計補正予算案件５件、「動産の買入
れの一部変更について（タブレット端末）」、「伊豆の国市教育委員会委員の任命の同意について」ほか２件の議案が
上程され、原案通り可決・同意されました。「令和３年度伊豆の国市一般会計予算（224億 7,000万円）」、「令和
３年度伊豆の国市国民健康保険特別会計予算」などの令和３年度各会計予算案７件については、大綱質疑の後、所
管の各常任委員会に付託されました。 
最終日には、追加議案「新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について」、「令和２年度伊豆の国市一般
会計補正予算（第１４号）」が上程され、原案通り可決されました。各常任委員会に付託さ
れた各種会計予算案７件については、一般会計予算において、一部議員より大河ドラマ活
用推進事業予算の一部を減額（３億 3,500万円→1億 113万８千円）する修正案が提出
され、賛成多数で可決されました。その他の各特別会計及び各事業会計予算については、
原案通り可決されました。 
また、委員会提案「トンネルじん肺根絶の抜本的な対策を求める意見書の提出について」

も原案通り可決されました。 


